
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
主杆の先端側にイカ掛け針を有し、同主杆の後端側に前支杆を下向きに立設すると共に、
後支杆を上向きに立設し、上記下向き前支杆の下端に下位糸通しガイドを設けると共に、
上記上向き後支杆の上端に上位糸通しガイドを設け、上記主杆の後端側を下方へ向け傾斜
して後ろ下がり部を形成し、該後ろ下がり部の下端に重錘を設け、道糸を上記上位糸通し
ガイドに挿通しつつ下位糸通しガイドに挿通して、同道糸が主杆の上位から下位へ同後ろ
下がり部を横切って延び、該道糸の延在端に釣り針を取り付けたことを特徴とするイカ釣
具。
【請求項２】
上記イカ掛け針が主杆の先端部に下向きに設けられていることを特徴とする請求項１記載
のイカ釣具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は主にアオリイカ釣り等に用いるイカ釣具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図４に示すように、従来のイカ釣具は主杆後端側に上方へ向け立設した前支杆と後支杆の
夫々の上端に上位糸通しガイドを設け、主杆後端側の端部に重錘を設け、道糸の先に付け
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た釣り針を、釣り餌の尾近くに刺して海中で泳がせる俗称泳がせ釣りを行い、イカが釣り
餌を捕食した時点で、道糸にイカ釣具を上向き前糸通しガイドと上向き後糸通しガイドに
挿通し、道糸を伝って、イカ釣具を道糸先端部の下位へ降下させて、イカに下から針掛か
りさせる方法を採っている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
然しながら、イカ釣具が下降終了時に上向き糸通しガイドが道糸の先端にある釣り餌、又
は釣り餌を捕食中のイカに当たり、その衝撃からすぐさま捕食を中断し回避行動をされ、
且つ針掛りの確率も悪く確実性に欠ける問題点を有している。
【０００４】
上向き糸通しガイドが下降終了時で釣り餌又はイカに当たり、道糸にぶらさ
がる状態で常に掛け針は道糸の下方にあるため、掛け針を上に押し上げなければ掛け針は
イカには掛からない原理であり、実際には海上の操作で海中に存する掛け針をタイミング
的に且つ簡単に押し上げることは困難で釣果が得られない問題点を有している。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記の問題を解決するイカ釣具を提供するものであり、このイカ釣具は、主杆の
先端側にイカ掛け針を有し、同主杆の後端側に前支杆を下向きに立設すると共に、後支杆
を上向きに立設し、上記下向き前支杆の下端に下位糸通しガイドを設けると共に、上記上
向き後支杆の上端に上位糸通しガイドを設け、上記主杆の後端側を下方へ向け傾斜して後
ろ下がり部を形成し、後ろ下がり部の下端に重錘を設け、道糸を上記上位糸通しガイドに
挿通しつつ下位糸通しガイドに挿通して、同道糸が主杆の上位から下位へ同後ろ下がり部
を横切って延びることによって、主杆を道糸の上位に位置せしめ、イカ釣具がイカに到達
すると同時に、掛け針がイカに上方から確実に針掛りするように構成したものである。
【０００６】
又掛け針を主杆の先端側に下向きに設け、主杆の下位、即ち掛け針の下位に
存するようにし、上記イカに対する同掛け針の上方からの針掛かりを更に確実なものとし
た。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、図１、図２、図３に基づいて本発明に係るイカ釣具Ｂの実施の形態を説明する。
【０００８】
このイカ釣具Ｂは主杆１３の先端側にイカ掛け針１１，１２を有し、同主杆の後端側に前
支杆１４を下向きに立設すると共に、後支杆１５を上向きに立設した。
【０００９】
更に上記下向き前支杆１４の下端に下位糸通しガイド１４－ａを設けると共に、上記上向
き後支杆１５の上端に上位糸通しガイド１５－ａを設けた。
【００１０】
更に上記主杆１３の後端側を下方へ向け傾斜して後ろ下がり部１６を形成し、該後ろ下が
り部１６の下端に重錘１７を設ける。
【００１１】
上記下向き前支杆１４は海面に対し下向きに立設し、上向き後支杆１５は海面に対し上向
きに立設する。従って両者１４，１５は互いに逆向きに立設されている。そして道糸Ａを
上記上位糸通しガイド１５－ａに挿通しつつ下位糸通しガイド１４－ａに挿通して、同道
糸Ａが主杆１３の上位から主杆１３の下位へ同後ろ下がり部１６を横切って延び、該道糸
Ａの延在端に釣り針Ｅを取り付ける。
【００１２】
又下向き前支杆１４は上記後ろ下がり部１６の前端付近（上端付近）に配し、上向き後支
杆１５は後ろ下がり部１６の後端付近（下端付近）に配する。
【００１３】
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又掛け針１１、１２は主杆１３の前端に配設し、フック形の針先が下方向を向くように配
向する。
【００１４】
又釣り糸ガイド１４－ａ，及び１５－ａは、つる巻き構造を有し、巻き元から道糸Ａを挿
入可能な構成とする。
【００１５】
而して道糸Ａの先には釣り針Ｅを設けてイカの餌となる釣り餌Ｄの後部に該釣り針Ｅを刺
して海中に投げ入れる。
【００１６】
図３（ａ）に示すように、イカＣが釣り餌Ｄの魚を捕食すると魚の頭側上部から抱き付く
ので、大小はあるが竿Ｆにアタリを感じる。
【００１７】
捕食を感知したら下位糸通しガイド１４－ａと、上位糸通しガイド１５－ａに道糸Ａを挿
通し、イカ釣具Ｂをゆっくり降下させる。
【００１８】
図１（ａ）、図３（ａ）のようにイカ釣具Ｂは主杆１３の後ろ下がり部１６の下端に、道
糸Ａの下位に存する重錘１７の重さが加わることにより、掛け針１１，１２を取り付けた
主杆１３前半部が道糸Ａの上位に位置しつつ、道糸Ａを伝ってゆっくりとイカＣに近づい
ていく。
【００１９】
図１（ｂ）、図３（ｂ）のようにイカ釣具Ｂが道糸Ａを伝ってイカＣに到達した時点で掛
け針１１及び１２が、イカＣに上から針掛りする。
【００２０】
【発明の効果】
この発明は以上のように構成したので、イカ釣具のイカ到達時における衝撃も一切なくイ
カが逃げる前に掛け針を上方から確実に針掛かりせしめ、イカが逃げんとすると更に掛け
針がイカに深く針掛かりし、効率よくイカを釣ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は本発明に係るイカ釣具の側面図、（ｂ）は本発明に係るイカ釣具がイカ
掛かり状態を示す側面図である。
【図２】本発明に係るイカ釣具の部品分解斜視図である。
【図３】イカ釣具の使用状態を示し、（ａ）はイカ釣具の降下状態を示す側面図、（ｂ）
は上記イカ釣具がイカ掛かりした状態を示す側面図である。
【図４】従来のイカ釣具の斜視図である。
【符号の説明】
Ａ　　　　道糸
Ｂ　　　　イカ釣具
Ｃ　　　　イカ
Ｄ　　　　釣り餌
Ｅ　　　　釣り針
Ｆ　　　　竿
１１　　　掛け針
１２　　　掛け針
１３　　　主杆
１４　　　下向き前支杆
１５　　　上向き後支杆
１６　　　主杆後ろ下がり部
１４－ａ　下位糸通しガイド
１５－ａ　上位糸通しガイド
１７　　　重錘
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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